
（別紙３）

～ R8年　１月　３１日

（対象者数） （回答者数）

～ R8年　１月　３１日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・定期的な事業所内研修や外部研修への参加を行なって

いく

2

・話しをしやすい環境づくりに努めていく

3

・スタッフ間での共有を怠らず、共通認識や理解で支援

を行なっていきたい

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・兄弟児を含めたイベントについては、体育館など広場

を借りて開催することも検討していきたい

・土曜日など時間を調整しやすい時間帯で開催を検討し

ていきたい

2

・保護者からの希望やニーズの声が多い場合は検討して

いきたい

3

第三者評価をしていただける機関の選定を行なっていきたい

・多職種の在籍

・余裕のある職員体制

・余裕のある職員配置にて個別的な関わりや、リスク管

理を行っている

・専門性を大事にし、職員間でも専門的な視点での情報

共有を行っている

○事業所名 シャイニー

○保護者評価実施期間
R8年　１月　６日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R8年　１月　６日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　２月　２４日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

保護者に寄り添った支援 ・活動見学時の時間や、個別面談や個別的に話をする時

間を設けている

・支援内容 ・保護者からも支援に対して評価していただいている

・利用児に合わせて活動設定やサポートの仕方等配慮を

行なっている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会や兄弟児を含めてのイベント開催 ・事業所の広さとしても呼べる人数に限りがあり、兄弟

児も含めるとなると呼べるご家族がより少なくなってし

まう

・保護者会に関して、共働きの方が多く人数の確保が難

しいことから実行に移せていない

地域との交流 ・小学校に行っている子が多く、小学校の児との交流は

あることから交流の場は設けていない

第三者評価 ・第三者に対して、相談援助はお願いできいるが直接訪

問してもらい評価してもらうことはできていない

事業所における自己評価総括表公表


